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1. はじめに 
 中華人民共和国 (以下、中国) 内モンゴル地域で使用されているモンゴル語において、次
の例 1 下線部に見るような終助詞 =lee が観察される1。 
 
(1) bi ošxüəlee.                                                                               cf.  bii ošxüə. 
      bii         oš-x-üə=lee                                                                        bii  oš-x-üə 
    1SG         to.go-FUT-NEG=LEE                                                          1SG to.go-FUT-NEG 
「私は (やっぱり) 行かない／私は行かないことにした」  「私は行かない」山田(2014) 
 
 この終助詞 =lee はこの例のように否定形式と共起して、「～なくなる／(考えを改めて、
やっぱり) ～ない／～ないことにする／もう (これ以上) ～ない」などといった意味を表す
文末表現を担う (山田 2014)。 
 内モンゴル地域で日常使用されるモンゴル語として、筆者の印象ではこの表現の使用頻
度は比較的高いように感じる。モンゴル国で使用される話し言葉ハルハ・モンゴル語でこ
れに対応する表現が使用されないことを考えると、“否定 + =lee” という表現が中国におい
て漢語2との相関関係の中で発達したものである可能性もある。本稿ではこうした観点から
漢語の “lə (「了」)” との対照を通し、=lee の特徴を整理する。 
 
2. モンゴル語の内モンゴル諸方言とは 
 本稿で扱うモンゴル語内モンゴル諸方言とは、sečenbagador (erkilen naiiragolba) (2005) が
区分するモンゴル語 4 大方言3即ちハルハ、内モンゴル、オイラト、バルガ・ブリヤートの
うち、おおよそ内モンゴル方言がこれにあたる。sečenbagador (erkilen naiiragolba) (2005: 206) 
は 2005 年の中華人民共和国における国勢調査に基づきモンゴル語の内モンゴル方言話者を
400 万人ほどであるとしている。 
                                                        
1 本稿における表記等は筆者の音韻解釈に基づき、先行研究等における表記も恣意で改めて引用している。
また日本語以外の文献の引用は筆者訳に基づく。各例文の例文番号、グロス、和訳および下線等も特に断
りのない限り筆者による。出典を示していない例文は筆者調査による。 
2 いわゆる中国語の北方官話を指す。より正確には当該地域の方言からの影響であると言うべきだが、本
研究では当地の漢語の方言差に関して十分な考慮がされていない。後で挙げる漢語に関する先行研究も、
基本的に普通話 (標準語) に関する言及である。 
3 この分類には異論もあるが、分類そのものについては筆者の手に余るため議論を留保する。 
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 内モンゴル諸方言には次のような言語が含まれる (図 1)。ここでは栗林 (1992) を参照し
便宜上フルンボイル市で使用されるバルガ・ブリヤート方言についても図示する。 
 
 
図 1. 内モンゴル諸方言の分布 (栗林 1992 を元に作成) 
 
 栗林 (1992) による分類のうち、モンゴル語の東北部方言が図中の①にあたる。以下この
言語をバルガ・ブリヤート方言と呼ぶ。モンゴル語の中部方言すなわち内モンゴル諸方言
は東北から順に②ホルチン方言、③ハラチン方言、④バーリン方言、⑤チャハル方言、⑥
ハルハ方言、⑦オルドス方言、⑧アラシャン方言に分けられる (栗林 1992)。②のホルチン
方言は内モンゴルにおける話者数最大の言語であり、通遼市・ヒンガン (興安) 盟を中心と
した内モンゴル東北部に 100 万人以上の話者を有する (查干哈达 1996: 1)。 
 これらの言語の間では時折コミュニケーションに支障が出るほどの言語差がある一方、
モンゴル文字による文字言語が共有されており、チャハル方言を標準とした標準音による
教育や放送も普及している。また漢語話者も多く、この地域のモンゴル語話者の多くが漢
語との二言語併用で生活をしている。 
 
3. 先行研究 
本章では、本稿で問題とする =lee に関する先行研究を 3.1. でまとめた後、これと関連す
る事項を 3.2. で概観する。 
 
3.1. =leeについて 
 =lee という要素に関しては、ホルチン方言の文法記述である查干哈达 (1996)、bayančohdo 
(2002)、ハラチン方言の下位方言の文法記述であるムングンゲレル (2009)、モンゴル語の諸
方言に関して広く記述した Janhunen (2012) などで触れられているほか、形式的に類似する
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要素を広く考察した芦村 (2002) による考察がある。これらについて 3.1.1. で整理したうえ
で、当該要素の用法について検討をした山田 (2014) を 3.1.2. でまとめる。 
 
3.1.1. 各先行研究における扱い 
 查干哈达 (1996: 98-101) は定動詞叙述形の形式を現在未来、過去、未完全過去と分類し、
未完全過去 -lAAの形式が否定形式の後ろに用いられ「完全過去時制」を示すとする (例2)。 
 
(2)   šixǝn tag soŋsxüelee. 
        šix=n                tag       soŋs-x-üe=lee. 
        耳=3SG.POSS    at.all     to.hear-FUT-NEG=LEE 
     「耳が全然聞こえなくなった」 (耳朵完全听不见了)    
查干哈达 (1996: 101, 漢語訳は原文による) 
 
 bayančohdo (2002: 290-296) は定動詞叙述形を三時制・極性により六つに分類し、「未来否
定」として -xUǝ (直接), -UUdee (暫時), -xUǝlee (調和) の三つを挙げる。このうち-xUǝlee は
「-xUe + -lee」に由来し、「もともと行おうとしていた行動またはその時実現しそうだった
行為を柔らかく4否定する」ものであると説明する (例 3)。 
 
(3)    xünees xǝǰǝǝ absnaan bos müdxüəlee. 
        xün-AAs       xǝǰǝǝ    ab-sn-AAn         bos                müd-x-üǝ=lee 
         person-ABL   when     to.get-PRF-REF     already           to.know-FUT-NEG=LEE 
     「人からいつ貰ったのかもう忘れてしまいました」(lit. 知らなくなった)     
bayančohdo (2002: 292) 
 
 ムングンゲレル (2009: 138-140) はホルチン方言の下位方言であるナイマン方言につい
て文法記述を行ったもので、この中で漢語の “la (「啦」)” に由来し、形式的に「動詞の過
去および完了語尾」と同形に合流したとする要素について扱っている。「これは漢語の「不
＋動詞＋啦」「没有＋啦」の影響を受けてつくられたと考える」(ムングンゲレル 2009: 139) 
とし、「ナイマン方言に固有の特徴ではなく、中国領内のモンゴル語諸方言に用いられるが、
文語とハルハ方言には用いられない現象である」という指摘をしている (例 4, 5)。 
 
(4)  ǝngǝǝd joo gǝǝd joolood bosxüəlee. 
       ǝng-AAd          joo          gə-AAd          jool-AAd                 bos-x-üə=lee 
       to.do.so-ANT     ouch        to.say-ANT       to.say.ouch-ANT       to.get.up-FUT-NEG=LEE 
   「すると{奥さんは}「痛い」と言ってうめいて起きない」  
                                                        
4 「柔らかく」は eyerkoo の訳 (山田 2014)。 
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(5)  arəɡt obgən xüləəxüəlee. 
       arəgt     obgən          xüləə-x-üə=lee 
       clever    old.man       to.excuse-FUT-NEG=LEE 
   「聡明なお爺さんは許さない」   (ムングンゲレル 2009: 139, いずれも訳は原文による) 
 
 芦村 (2002: 173-174) はホルチン方言の下位方言であるジャロート方言における一連の
形式に関する記述である。格接辞や副動詞接辞などに現れる =lee と同形の形式について広
く考察を行い、いずれも共通して「時間」に関する読みが生じることを論じている。=lee
の本稿で扱う要素ついては查干哈达 (1996: 98-101) の見方を踏襲している。ただし後続の
否定語は短縮され形動詞接辞-x だけで否定の意を表す ( -x-lee となる) という。 
 Janhunen (2012: 259) は、ハルハ方言で用いられる lee に対応する形式が内モンゴル諸方
言において否定述語に後続し「予想外または決定」という意味を表わすとしている。この
終助詞的要素は漢語の影響である可能性は否定できないという(Janhunen 2012: 259, 例 6, 7)。 
 
(6)  öö sərǰee ǰooxən beeǰ beexgüəlee. 
      öö  sərǰ-AA ǰooxən  bee-ǰ    bee-x-güə=lee 
      oh PN-EMP small  to.be-SIM to.be-FUT-NEG=LEE 
  「ああスルジ、もう小さくなくなったね」 
(7)  öör xün doodəx xərəggüülaa. 
      öör  xün   duud-x  xərəg-güü=laa 
      other person  to.call-FUT matter-NEG=LEE 
   「もはや他の人を呼ぶ必要はない」                              (Janhunen 2012: 259) 
 
 これらの先行研究では、当該形式の解釈や表記等について異なりもあるが、用例 (例 2~6) 
やその訳を見る限りは同一の要素について言及しているものであると言えよう。その扱い
の違いをまとめると次の表 1 のようになる。 
 
表 1: =lee にあたる形式の扱いまとめ 
先行研究 呼称、意味記述 扱い5 
查干哈达 (1996) 完全過去時制 動詞語尾が否定形式の後についたもの 
bayančohdo (2002) 未来否定調和 動詞の変化のパラダイムの一部 
ムングンゲレル (2009) - 漢語由来で動詞語尾との区別は困難 
芦村 (2002) - 格接辞や副動詞接辞などと同列のもの(?) 
Janhunen (2012) 「予想外または決定」 終助詞 
                                                        
5 =lee を動詞語尾などと同じものであると分析するには、①この動詞語尾が助動詞的な動詞に付され、②
文法化が進み動詞の語幹部分が脱落、③動詞語尾の部分のみが残り接語になる、という史的変遷を経てい
ると見る必要がある。モンゴル語における否定の üə といった要素が名詞類の語に由来し、直接に動詞語尾
を接続するとは考えられないためである。 
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3.1.2. =lee の用法 
 山田 (2014) では先行研究の記述とハラチン方言の話者からの調査に基づき、=lee の意味
と用法について考察した。この要素の「意味の核は「変化」にあり、否定と結びついて「～
なくなる／(考えを改めて、やっぱり) ～ない／～ないことにする／もう (これ以上) ～ない」
などのような意味を表す」(山田 2014) ことであり、用法は次の表 2 のようにまとめられる。 
 
表 2: 山田 (2014) による =lee の用法 
先行する要素  後続する要素 
○否定を表す文末表現6 名詞類述語 bišee 
動詞の形動詞形 - 否定語 üə 
名詞類- 否定語 üə に由来する形式 
=lee 
○終助詞的な要素 
=baa, =šii, =i, =daa など 
×否定の表現でも UUdee「まだ～していない」
のような表現とは共起しない 
×肯定の形式には共起しない 
× 
×=lee 直前の形式が名詞修飾可能な
形式 (形動詞形、名詞類) であっても 
=lee がつくと名詞修飾はできない 
 
 =lee に先行しうる要素は否定を表す文末表現である。動詞語尾との境目を曖昧にしている
查干哈达 (1996)、bayančohdo (2002)、ムングンゲレル (2009)、芦村 (2002) らの扱いとはこ
の点が異なり、終助詞であるとみなす点で Janhunen (2012) の見方に同調する。 
 
3.2. 関連事項 
 查干哈达 (1996) はこの形式を、定動詞過去の一形式 -lAA と関連するものとして扱って
いる。またムングンゲレル (2009) では漢語に由来する形式であるとしている。また言語を
越えたこれらの要素を結び付ける橋本 (1978: 57) のような考え方もある。以下では 3.2.1. 
でモンゴル語の -lAA について、3.2.2. で漢語の lǝ について概観する。 
 
3.2.1. モンゴル語の -lAA 
 モンゴル語では動詞の過去形と呼ばれる形式に -w, -ǰee, -sAn, -lAA がある。このうち 
-lAA という形式の意味についてハルハ・モンゴル語では例えば次のような説明がある。 
 
  1.) 目撃され、近い過去に起こった動作について用いる 
   2.)  疑問文は縮約形でのみ、「目撃したのに思いだせない」状況で用いられうる 
   3.) 否定文は (中略) 対応する形動詞形で表現されるのが普通である 
4.) (前略) 近い未来を表すこともある。(中略) 口語ではこの意味ならば疑問文にも用いられる(後略) 
5.) 終助詞を後続させることができる           Kullmann & Tserenpil (2008: 187) 
                                                        
6 =lee などのような要素を伴わずとも文の述語たりうる表現を文末表現と呼ぶ。文末表現に後続する、つ
まりこれを欠いても文として成り立つような文末の非独立形式を終助詞であるとみなす。 
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 他の記述でも基本的にはこの説明と大体において同様のことが書かれている。4) のよう
な「未来を表す」という特徴については「-ǰee による近未来テンスも見かけることがあ」
る (東京外国語大学言語モジュール) とする記述もあり、この形式特有のものではない。 
 
3.2.2. 漢語の lǝ 
 まず吕主编 (2005) より漢語の lǝ (「了」) に関する記述をまとめる。 
 
了には 2 種類ある。了 1 は動詞の直後に用いられ、動作の完成を表示する。了 2 は文末に用いられ、
事態の変化が起こった、あるいは起こることを表示し、文を成立させる機能がある。 
吕主编 (2005: 351) 
    
 本稿で扱う lǝ はここでいう了 2にあたる。吕主编 (2005) は 2 種類の lǝ の用法を詳細に
列挙しているが、その中でも否定表現と関連して次のような記述がある。否定を表わす語
には méi (「没」) と bù (「不」) があるが、lǝ を用いる文を否定表現にするには前者が選
ばれやすい。次の説明は否定を表す語として後者 bù が選ばれた場合についての言及の一つ
だが、この表現が表出する意味は本稿で扱う =lee によく似ている。 
 
  否定「不」 
(中略) ‘不’ がまず用いられ文末に ‘了 2’ が置かれるもので、意味的には「状況が変わって本来の計画
や傾向に変更が生じた」ということを表すものである。            
吕主编 (2005: 357) 
 
 lǝ の史的変遷に関する研究として竹越 (2002) がある。これは漢語の文末に用いられる lǝ
を、漢語の北方方言が反映されているらしい『老乞大』という史料を用いて研究したもの
である。これによると文末の lǝ は動詞語尾として「完成体」の意味を表す lǝ に由来し、2
段階を経て文末の「也」に取って代わる形で成立したのだという (竹越 2002)。竹越 (2002) 
によれば 14 世紀ごろに用いられていた「也」は已然変化と将然変化の二つの用法があり、
16 世紀ごろまでには已然変化の意味で、18 世紀ごろまでには将然変化の意味で「了」に取
って代られたと分析する7。 
 
4. 問題提起 
ムングンゲレル (2009) や Janhunen (2012) のようにこの形式が漢語に由来するという指
摘もあり、また調査の中でもこの要素について「漢語に由来するのではないか」といった
直感を持つ内モンゴル諸方言話者がいた。しかしながら次のような疑問が残る。 
                                                        
7 文末に用いられる「了」という形式そのものは五代南唐の頃から用例が見られるという (孙 1999: 79)。
ただしこれが本稿で扱うべき「モンゴル語に影響を与えそうな言語」であるかどうかの判断は難しい。 
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①漢語の由来形式とされる lǝ の用法とどれほど類似しているのか。 
②漢語由来であるならば、漢語の使用される地域すなわち内モンゴル地域全体でこの形式
が用いられるのか 
 
 そこで本稿では以下、5. で①について、 6. で②について検討を試みる。 
 
5. 漢語の lǝ との対照 
 意味的な側面からは =lee と「よく似ている」漢語の lǝ について、使われ方の点から =lee
の特徴と較べてみる。比較は表 2. を参考とし先行する要素 (5.1.) と後続する要素 (5.2.) と
いう観点から行う。漢語の用例について出典の無いものは筆者作例により、容認度は調査
協力者として漢語を母語とする黒龍江省出身の 20 代女性に判断していただいた。 
 
5.1. 先行する要素 
5.1.1. 共起しうる要素 
 まず、3.1.2. の表 2 によれば =lee は否定を表す文末表現の後ろにしか現れない。 
 
◇ 否定を表わす文末表現に後続する =lee 
(1)再掲 否定を表す文末表現 動詞の形動詞形 - 否定語 üǝ 
  bii ošxüǝlee. 
     bii     oš-x-üǝ=lee 
   1SG     to.go-FUT-NEG=LEE 
「私は (やっぱり) 行かない／私は行かないことにした」         山田 (2014) 
(8) yawǰ yoroosgüülee. 
       yaw-ǰ        yoroo-sǝn-güü=lee 
       to.go-SIM   can-PRF-NEG=LEE 
「行くことができなくなった(もともと行こうとしていた)」        山田 (2014) 
(9) 否定を表す文末表現 名詞類述語 bišee 
bii odoo bagš bišeelee. 
bii    odoo  bagš      bišee=lee 
        1SG    now    teacher   not=LEE  「私はもう先生ではない」        山田 (2014) 
(10)否定を表す文末表現 名詞 - 否定語 üe に由来する形式 
bii ošix sanaagüülee. 
         bii       oš-x                 sanaa-güü=lee 
         1SG      to.go-FUT         feeling-NEG=LEE 「私は行く気がしなくなった」          山田 (2014) 
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(11) manee mal ügüilee. 
man-II-ϕ          mal   ügüi=lee 
        1SG-GEN-DAT   cow   NEG=LEE 
「(かつて飼っていたが)うちにはもう牛がいない」            山田(2014) 
 
 続いて漢語の lǝ にも否定表現が先行することを確認する。 
否定を表す表現そのものはもちろん漢語とモンゴル語の間で相違がある。そもそも、モ
ンゴル語の場合は否定表現を担う否定要素が文末に来るため、この否定要素と =lee が直接
接続されることになる。漢語の否定表現としては否定を表す副詞 méi (「没」) や bù (「不」) 
が述語の前に来るため、否定要素と隣接して現れるわけではない。隣接はしないが、lǝ は次
の例のように否定表現の文末に用いられる (例 12, 13)。 
 
◆ 否定表現に後続する lǝ 
(12) 任务紧，明天不休息了  
        rènwù   jǐn      míngtiān     bù      xiūxī   lǝ  
        task     busy   tomorrow     NEG    to.rest   LE 
「仕事が忙しいので明日は休みません」                                                    (吕主编 2005: 357) 
(13) 进了工厂了，不上学了  
jìn             le     gōngchǎng  le    bú     shàngxué            lǝ 
to.enter      LE    factory         LE   NEG   to.go.to.school    LE 
「工場に入ったらもう学校へは行きません」                                                (吕主编 2005: 357) 
 
 これらの例については吕主编 (2005: 357) は 3.2.2. で触れたとおり、「状況が変わって本
来の計画や傾向に変更が生じた」という意味であるとしている。 
 ところで、漢語の lǝ は肯定表現とも共起する。次の例 14b は「状況が変わって本来の計
画や傾向に変更が生じた」という意味があると解釈される例である。 
 
◆ 肯定表現に後続する lǝ 
(14) a. 我明天不能去学校了 
wǒ  míngtiān    bù     néng     qù          xuéxiào        lǝ 
            1SG   tomorrow    NEG   can        to.go       school           LE 
        「私は明日学校へ行けなくなった」 
b. 我明天能去学校了 
wǒ  míngtiān    néng      qù            xuéxiào  lǝ 
            1SG   tomorrow    can         to.go         school     LE 
        「私は明日学校へ行けるようになった」 
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しかし lǝ の使用頻度は非常に高く、その用例の中には次の例 15, 16 のように「状況が変
わって本来の計画や傾向に変更が生じた」という意味を有しているとは考えにくい例も多
い。これらはそれぞれ事態に変化が生じていることを肯定する、変化が完了したことを表
す表現であるという。 
 
◆肯定表現に後続する lǝ 
(15) 小明也喜欢跳舞了 (已经开始喜欢) 
xiǎo   míng    yě          xǐhuān      tiào            wǔ        lǝ 
        little    PN         also         to.like        to.dance     dance    LE 
    「明さんもダンスが好きになった (すでに好きになり始めている)」  (吕主编 2005: 352) 
(16) 这地方比以前热闹多了 
zhè      dìfāng   bǐ      yǐqián        rènào   duō     lǝ 
this       place     than   before        lively    much   LE 
「この土地は以前より賑やかになった」                                                     (吕主编 2005: 354) 
 
これらの例は「変化」という点で =lee と共通しているが、「状況が変わって本来の計画
や傾向に変更が生じた」という =lee に似た意味も共有しているかというと判断が難しい。
=lee とは似ていない機能を持った lǝ もある一方で、例 14b に見たような =lee とよく似た意
味を持つ要素が肯定表現と共起することもあるという事実を指摘するに留める。 
 
5.1.2. 共起しえない要素 
 =lee は否定表現であっても「まだ～していない」という意味にあたる表現とは共起しない
(例 17)。こうした意味的な競合による例外を除けば、基本的には肯定表現と共起しない要素
であると言いうる (例 18)。 
 
◇ =lee が後続しない表現 
(17) -UUdee「まだ～していない」 
*bii    badaa   id-üüdee=lee 
         1SG    meal      to.eat-IMPF.NEG=LEE 
??「まだ食べていないという状況になった」山田(2014) 
(18) 肯定表現 
a. *bii  oš-x=lee        ~     b.  *bii      oš-n=lee 
          1SG to.go-FUT=LEE                1SG      to.go-NPST=LEE  
      
??「私は (行かないつもりだったが) 行くことにした」 
             c. *dur-tee=lee                                                        d. *bii       bagš=lee 
                 favor-PROP=LEE                                                    1SG      teacher=LEE 
      
??「(もともと嫌いだったが) 好きになった」     ??「私は先生になった」 山田(2014) 
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 漢語においても例 17 に見るような意味的な競合による méi 「まだ～していない」と lǝ の
共起は避けられるものと思われる8。他方、5.1.1. の例 14 で確認したように漢語では文の肯
定・否定に関する共起の制限はあまり無さそうだと言いうる。 
 
5.2. 後続する要素 
5.2.1. 共起しうる要素 
次に後続しうる要素について概観する。他の終助詞的な要素が後続するという点に関し
ても両言語の振る舞いは似ているようである (例 19, 20)。ただし当然のことながら、後続す
る終助詞群の機能や承接関係などはもちろん両言語間で違いがあり、必ずしも同列には扱
えない。例えば漢語の lǝ が用いられる用例の中には、lǝ を取り除くと文として成立しにく
くなるものもあるとする報告もある9。こうした点についてはさらなる研究が俟たれる。 
 
◇ 他の終助詞が後続する =lee 
(19) šii maatǝr surguulidaan yawxüǝleeydaa. 
        šii    maatǝr        surguuli-d-aan       yaw-x-üǝ=lee=i=daa 
        2SG   tomorrow    school-DAT-REF      to.go-FUT-NEG=LEE=Q=PTCL 
「明日学校に行かないことにしたんだって？」                                                        山田(2014) 
◆ 他の終助詞が後続する lǝ 
(20) 你明天不能去学校了吧 
nǐ   míngtiān    bù      néng       qù         xuéxiào   lǝ      ba 
        2SG   tomorrow    NEG    can          to.go      school      LE    PTCL 
    「君は明日学校へ行けなくなっただろ」 
 
5.2.2. 共起しえない要素 
後続できない要素に関しても両言語の振る舞いは似ているようである。モンゴル語の 
=lee も漢語の lǝ もともに後ろに名詞類が来て名詞修飾をすることはできない。文を終止す
る働きがある、あるいはある種の対人モダリティ的な役割を担っているためであろう。 
 
◇ 名詞修飾できない =lee 
(21)   a. ir-x                  xün                             b.  ir-x-üǝ                      xün  
               to.come-FUT    person 「来る人」        to.come-FUT-NEG    person 「来ない人」 
 
                                                        
8 méi は lǝ が含まれる文を否定表現にするとき用いられるが、この場合 méi のみが用いられ lǝ は削除され
る(吕主编 2005: 357)。ただし「捨てる」などのような意味の動詞の場合にはこの限りでなく、また次のよ
うな例でも使用可能であるという。好些天没见到张老师了 hǎo-xiē tiān méi jiàn dào zhāng lǎoshī lǝ {good-PL 
day not.yet to.see to.reach:result.complement PN teacher LE}「何日も張先生と会っていない」(吕主编 ibid.) 
9 吕主编 (2005: 351) は lǝ が文を成す働きをもつ (「有成句的作用」) としている (cf. 註 6 および 5.2.2.)。 
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       c. *ir-x-üǝ=lee                          xün 
            to.come-FUT-NEG=LEE      person 
??「来なくなった人」                                     山田 (2014) 
 
◆ 名詞修飾10できない lǝ 
(22)      a. 能去学校的人                                            b.  不能去学校的人 
néng    qù         xuéxiào  de   rén                bù    néng    qù        xuéxiào  de   rén 
                 can       to.go      school     of     people           NEG  can       to.go     school     of     people 
            「学校に来られる人」                                「学校に来られない人」 
c. *不能去学校了的人 
bù    néng  qù           xuéxiào       lǝ     de   rén 
                  NEG  can     to.go        school          LE   of     people 
??「学校に来られなくなった人」 
 
5.3. 漢語との対照まとめ 
 5.1.~ 5.2. をまとめると次の表 3. のようになる。表 3. 左に示したような特徴が当てはま
れば○、当てはまらなければ×とした。=lee の特徴を基準として lǝ の特徴に×が付された
箇所が両形式の相違点ということになる。 
 
表 3: =lee と漢語の lǝ 
=lee の特徴 lǝ の特徴 
先行 
要素 
否定表現とのみ共起し、肯定表現と共起しない ○ × 
「まだ～していない」という表現と共起しない ○ -UUdee ○ méi 
後続 
要素 
他の終助詞的な要素を後続させられる ○ =baa, =šii, =i, =daa... ○ ba, ma... 
名詞修飾できない ○ ○ 
 
 表 3. lǝ の特徴を見ると 4 項目中 3 つが○であり、とくに後続要素に基づく特徴の共通性
は終助詞的な性質を共有していることをうかがわせる。しかし先行する要素を見ると、漢
語 lǝは否定を表す文末表現に限らず肯定表現とも広く用いられるという点で大きく異なる。 
 
6. =leeが用いられる地域 
 すでに指摘されているように、=lee は内モンゴル地域において広く用いられ、モンゴル国
のモンゴル語などでは使用されない。その実態について調べるために、簡単なアンケート
調査を行った。調査にあたっては、次の図 2 で示す地点 (おおよその場所を図中の◎または
丸つき数字で示した) 出身の 20 歳代男女の話者に一人ずつ協力していただいた。⑧アラシ
ャン方言については調査が行えなかった。比較のために①バルガ・ブリヤートおよびモン
                                                        
10 漢語の名詞修飾節は形容詞などと同じく被修飾語の前に置かれ、節の末尾に名詞修飾であることを示す
マーカーde が現れる。 
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ゴル国にて行われるハルハ・モンゴル語 (図中の◎) についての調査を加えた。 
 
 
図 2. 調査協力者の出身地 
 
アンケートの内容は次のような問いで、漢語または日本語を用いて調査した。 
 
☆「明日はもともと学校へ行く予定であったが、急用ができて行けなくなった。このこ
とを同郷の友達に伝えるとき、何と言うか」 
☆「bii ošxüǝlee./ bii ošiǰ diirxüǝlee.という表現を使うか」 
            bii    oš-x-üǝ=lee                    /      bii   oš-ǰ               diir-x-üǝ=lee 
          1SG    to.go-FUT-NEG=LEE             1SG    to.go-SIM    can-FUT-NEG=LEE 
 
 調査の結果は次の表 4. の通りである。=lee にあたる表現を用いるものに ○ を付し、用
いないものに × を付した。それぞれ特記すべき事項があれば付記した。 
 
表 4: =lee の使用の分布 (「bii ošxüǝlee./ bii oišǰ diirxüǝlee.という表現を使うか」) 
方言 調査協力者の出身地 使用の可否 
◎ハルハ モンゴル国ウブルハンガイ県 × 
①バルガ・ブリヤート フルンボイル市新バルガ右旗 × 同地域のホルチン話者は使う 
②ホルチン ヒンガン盟満族屯 ○ 
③ハラチン 通遼市フレー旗 ○ 
④バーリン 赤峰市バーリン右旗 ○ 
⑤チャハル バヤンノール市オラド ○  =laa という形式である 
⑥ハルハ シリンゴル盟シリンホト ○  =laa という形式である 
⑦オルドス オルドス市オトク前旗 ○ 
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 この調査では①のバルガ・ブリヤート方言を除き、=lee が内モンゴル地域において広く用
いられるらしいことが明らかになった。調査の過程で上記の表に含まれない複数のホルチ
ン方言の話者にも同様のアンケートを行ったが、アンケート後に =lee に関する調査であっ
たことを告げると「これはホルチン方言特有の表現である」というようなコメントが得ら
れた。しかし上の表の通り、必ずしもホルチン方言に限られた現象ではないことがわかる。  
また「ホルチンの民謡にもこの表現は出る」という情報も得られた。実際の民謡は得ら
れなかったが、この地域において比較的古くから用いられていた表現であることを示すも
のだろうか。同じハルハと呼ばれる方言でも、モンゴル国で行われるものと内モンゴルで
行われるものとで違いが出たことも重要である。 
 なお、この①のバルガ・ブリヤート方言の話者の回答や、その他調査協力者により正式
な／文語調の表現であるとして得られた回答は、皆 =lee の代わりに bol「なる」という動
詞が用いられるものであった。意味的には bol「なる」に通ずるものであること、=lee が口
語的な表現であると認識されていることなどがうかがえる。 
 
7. おわりに 
モンゴル語内モンゴル諸方言で用いられる =lee には漢語の lǝ とよく似た用法があるが、
否定表現においてのみ使われるという点が異なる。それでも =lee が内モンゴル諸地域にお
いて広く用いられ、モンゴル国のモンゴル語で用いられないことを考えると、内モンゴル
地域における上層語である漢語からの影響であるという仮説を立てる十分な根拠になる。 
この要素が漢語からモンゴル語内モンゴル諸方言に入ったものであるとしても、これが
否定表現とのみ共起する理由については説明が不十分である。6. で触れたようにこの表現
が bol「なる」によってパラフレーズ可能であることも考慮する必要がある。否定表現に関
する通言語学的な考察も視野にいれるべきだろう。 
文末に用いられる漢語の lǝ の成立の過程が関わっている可能性もあるが、竹越 (2002) が
分析したデータを見る限りでは否定表現に現れる lǝ の用例が多くなく、判断しがたい。逆
にモンゴル語から漢語へ影響を与えた可能性なども興味深い課題であるが、口語的な表現
とされる =lee について史的変遷を追求するのはやはり困難があるだろう。 
それぞれの意味の違いについてもまだ検討の余地があり、他の終助詞的要素や漢語から
の影響であると考えられる要素についても体系的に観察していく必要があるだろう。これ
らについては今後の課題である。 
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略号一覧
-     接辞境界 
=   接語境界 
1   1
st
 person 1 人称 
2   2
nd
 person 2 人称 
ABL ablative 奪格 
ANT anterior 先行 
DAT  dative-locative 与位格 
EMP emphastic 強調 
FUT  future  未来 
GEN genitive 属格 
IMPF imperfective 未完了 
NEG negative 否定 
NPST  non-past 非過去 
PL  plural 複数 
PN  proper name 固有名詞 
POSS  possessive 所有 
PRF   perfective 完了 
PROP  proprietive  
被所有形容詞 
PTCL  particle 小辞 
Q   question 疑問 
REF  reflexive 再帰 
SG  singular 単数 
SIM  simultaneous 同時  
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“Negative + =lee” formation in the Mongolian spoken in Inner Mongolia 
A Comparison to “le” in Mandarin Chinese 
YAMADA Yohei 
 
An enclitic “=lee”, meaning “change of a state,” is used in the Mongolian spoken in the 
district of Inner Mongolia. My previous study argued that this enclitic is used directly after negative 
polarity elements and represents “to behave in contrast to how one acted previously,” “not to do so 
after changing one’s plan or will,” “to decide not to do,” or “to no longer do.” This paper has a 
two-fold objective. The first objective is to point out the distribution of the places in which this 
element is used, and the other is to indicate the similarity between the element “=lee” in Mongolian 
and the terminal particle “le” in Mandarin Chinese. The “negative + =lee” formation is detected in 
almost the entire district of Inner Mongolia, barring Barga Buryat. However, the formation is never 
used by the Khalkha Mongols in Mongolia. This distribution suggests that this enclitic element is 
strongly related to Mandarin Chinese. The terminal particle “le” in Mandarin Chinese represents the 
statement of the sentence being referred to as a result of the changing state. From this viewpoint, 
both “=lee” and “le” appear to be similar, but the former is only used in the formation of negatives, 
whereas the latter is not restricted to negatives. 
 
